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９月定例会  ９月定例会  

10 月 12 日にシビックセンターにて「秋の10 月 12 日にシビックセンターにて「秋の

アートフェスタ」が開催されました。あいにアートフェスタ」が開催されました。あいに

くの雨模様で、ステージイベントはホールでくの雨模様で、ステージイベントはホールで

行われましたが、迫力の演奏や踊りに会場は行われましたが、迫力の演奏や踊りに会場は

たいへん盛り上がっていました。たいへん盛り上がっていました。

「 秋のアートフェスタ」「 秋のアートフェスタ」
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意 見 交 換 会意 見 交 換 会

特   集特   集

に議員を呼びたい」、「盛岡へ進学

する要因の送迎困難の解消につい

て」、「旧岡本小学校跡地はどうする

のか」、「道路に段差があって直して

もらいたい」、「浄法寺漆の PR など

その地域の問題提起や施策展開を

求める」などが出され、大変有意義

な意見交換会でありました。

　今後も市内各地で開催されます

ので、最寄りの会場で開催された際

には足を運んでいただきますよう

宜しくお願いいたします。

（10 月 開 催 の 金 田 一 地 区、 上 斗

米（根森）地区、11 月開催の堀野

地区での様子は次号に掲載予定で

す。）

　８月 26 日に、浄法寺総合支所にて、広聴部会主催の意見
交換会～二戸についてなんでも話そう！～を開催しました。

 な お、 意 見 交 換 会
の 様 子 は、 市 議 会
YouTube チ ャ ン ネ
ルで公開いたしますの
で、ぜひご覧ください。

『二戸について
　なんでも話そう！』

　市政前進のため市民の皆さまから

の幅広いご意見を市政に反映する

ことを目的として意見交換会を開

催しました。

　第 1 回は御返地・足沢地区の住

民の方々を中心に御返地防災セン

ターで、今回の第 2 回は、浄法寺

地区を中心に浄法寺総合支所で開

催しました。副議長から趣旨説明の

後、3 常任委員長からの議員の紹介、

議員定数等調査検討特別委員会の

活動報告を行い、約１時間、意見交

換を行いました。

　主な意見は、「人口減少対策を一

点集中で取り組むべき」、「川の増水

についての不安」、「町内会の勉強会

意見交換会レポート
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正 副 議 長 ・ 委 員 会 の 紹 介

特   集特   集８　月
臨時会

議　長　田代　博之議　長　田代　博之 副議長　駒木　　昇副議長　駒木　　昇

　     ８月 12 日に令和７年８月臨時会が招集され、正副議長選挙をはじめ、
　  一部事務組合等の選挙及び常任委員会の選任等を行いました。
　  　選挙の結果、議長には田代 博之 議員、副議長 には駒木 昇 議員が就任
　 しました。

常 任 委 員 会 と 議 会 運 営 委 員 会

委　員　会　名 委　員　長 副委員長 委　　　員

総 務 常 任 委 員 会 戸来　守和 髙村　人司 國分　敏彦　　出堀　満則
畠中　泰子　　田代　博之

文教福祉常任委員会 小田島　行伸 土佐野　　淳 堀野　忠教　　駒木　　昇
田川　　晃　　田口　一男

産業建設常任委員会 岩崎　敬郎 柴田　清克 菅原　規正　　沼井　賢壮
新畑　鉄男　　内沢　真申

議 会 運 営 員 会 沼井　賢壮 髙村　人司 戸来　守和　　出堀　満則
岩崎　敬郎　　田口　一男

　
議会運営委員会 総務常任委員会 文教福祉常任委員会 産業建設常任委員会
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定 例 会 及 び 決 算 の 概 要定 例 会 及 び 決 算 の 概 要

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
を
総
括
す
る
と
、
歳
入
決
算
総
額
は

２
３
９
億
３
１
３
４
万
円
（
前
年
度
比
０
・
46
％
増
）、

歳
出
決
算
総
額
は
２
３
３
億
７
２
４
０
万
円
（
前
年
度
比

１
・
70
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は

５
億
５
８
９
４
万
円
で
、
こ
の
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
９
６
４
９
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
は
４
億
６
２
４
５
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　分 簡易水道事業会計 下水道事業会計 水道事業会計

公
営
企
業
会
計

収益的収支
（税抜）

総収益（水道料金、下水道使用料など） 1 億 4,665 万円 7 億 66 万円 6 億 4,229 万円
総費用（浄水場の維持管理費など） 1 億 4,438 万円 5 億 6,733 万円 5 億 8,676 万円
純利益 226 万円 1 億 3,333 万円 5,554 万円

資本的収支
（税込）

収入（企業債、国からの補助金など） 1 億 2,493 万円 5 億 3,612 万円 3 億 2,976 万円
支出（工事費、企業債償還金など） 7,314 万円 5 億 4,548 万円 6 億 745 万円
収支 5,179 万円 ▲ 936 万円 ▲ 2 億 7,770 万円

区　　分 歳　　入 歳　　出 差引額

一 般 会 計 189 億 4,096 万円 184 億 2,828 万円 5 億 1,268 万円

特  

別  

会

計

国民健康保険
事業勘定 26 億 5,466 万円 26 億 5,265 万円  201 万円

診療施設勘定 2 億 4,026 万円 2 億 3,986 万円 40 万円

土地区画整理事業 17 億 1,055 万円 16 億 7,083 万円 3,972 万円
介護サービス事業 0 万円 0 万円 0 万円

後期高齢者医療 3 億 8,490 万円 3 億 8,078 万円 412 万円

計 239 億 3,134 万円 233 億 7,240 万円 5 億 5,894 万円

　

※端数処理のため計が一致しない部分があります。

会計別決算状況

決 算 の 概 要

　
ま
た
、
当
年
度
の
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引

い
た
単
年
度
収
支
は
２
億
５
０
０
３
万
円
の
赤
字
、
基
金
積
立
金
や

基
金
取
崩
額
を
勘
案
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、
３
億
４
６
４
３
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
決
算

令
和
６
年
度
決
算  

全
８
会
計
を

全
８
会
計
を
認
定
認
定

９月
定例会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
24
日
ま
で
の
21
日
間
開
催
さ

れ
、本
会
議
や
委
員
会
な
ど
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
６
年
度
決
算
認

定
８
件
と
、
補
正
予
算
案
等
の
議
案
11
件
を
審
査
し
、
全
て
原

案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
２
件

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る

諮
問
２
件
を
適
任
と
し
、
発
議
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
や
教
育
行
政

全
般
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
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定 例 会 及 び 決 算 の 概 要

一般会計の
一般会計決算内訳

こんな事業に

使われました

自主財源… 市で集めたお金
依存財源… 国・県や市債に
　　　　　 頼ったお金主な使い道

市税（16.5％）
31億 1,788万円

依存財源
　68.4％

繰入金（5.1％）
９億 7,042万円

繰越金（4.1％）
７億 8,056万円

諸収入（3.2％）
６億 1,151万円

その他自主財源
（2.7％）
５億 398万円

地方交付税（33.8％）
64億 10万円

国庫支出金
（14.6％）
27億 6,897万円

市債（7.9％）
14億 9,545万円

その他（6.0％）
11億 3,254万円

県支出金（6.1％）
11億 5,955万円

自主財源
　31.6％

衛生費（7.6％）
14億 334万円

公債費（10.1％）
18億 6,250万円

教育費（8.7％）
16億 1,265万円

総務費（13.4％）
24億 6,959万円

民生費（31.0％）
57億 1,067万円

土木費（15.4％）
28億 3,058万円

消防費（5.5％）
10億 1,650万円

農林水産業費（3.6％）
11億 6,414万円

商工費（3.4％）
６億 2,088万円

歳入　１８９億４，０９６万円

歳出　１８４億２，８２８万円※端数処理により計が
合致しません

・非常備消防活動事業
　　　７，８５４万円

・御返地地区防災センター整備事
   業      　　　 ２億６，１１８万円

消防費
10 億 1,650 万円

（　　　　    ）消防活動、消防施設整備
などにかかるもの

・新規就農者育成対策支援事業
             ９３５万円

・農産物鳥獣被害対策事業
   　　　  　　            　 ２９４万円

農林水産業費
6 億 6,414 万円

（　　　　）農地整備、農家支援
などにかかるもの

・鍛冶工房整備事業
　　　  　３，２７２万円

・稲庭交流センター改修事業
   　　　　  　　　 ３，２１６万円

商工費
６億 2,088 万円

（　　　　    ）観光イベント、漆振興、
企業誘致などにかかるもの

・・物価高騰対応重点支援臨時物価高騰対応重点支援臨時
   給付金事業　　   給付金事業　　９，９７４万円９，９７４万円

   民生費
57 億 1,067 万円

（　　　　）高齢者、児童など
福祉にかかるもの

その他（1.3％）
2億 3,743万円

・健康づくり推進事業
           　　　　　　　  ４０４万円

  衛生費
14 億 334 万円

（　　　　）予防接種、ごみ処理
などにかかるもの

 ・コンビニ交付システム導入事業
　　　　　　  　  ２，６３１万円
 ・浄法寺文化交流センターリフレ
　ッシュ事業　　　 ８６９万円

総務費
24 億 6,960 万円

（　　　　　 ）情報管理、市バス運行、ま
ちづくり、職員人件費など

・市民協働道路整備事業
　　　  　　　　　３, ２５７万円

・公営住宅管理事業
  　　　　　　　　１，８４７万円

土木費
28 億 3,058 万円

（　　　　   ）道路や河川の整備・
維持にかかるもの

・にのへチャレンジアート事業
   　　　      　　　  　　 ５１万円

教育費
16 億 1,265 万円

（　　　　　 ）小中学校、学校給食、社会
教育事業などにかかるもの
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決 算 特 別 委 員 会決 算 特 別 委 員 会

  お金の使い道をチェック！  お金の使い道をチェック！

  決算特別委員会

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

滞
納
に
つ
い
て

問 

滞
納
整
理
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

度
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答 

実
態
調
査
や
財
産
調
査
を
行
い
、

預
金
や
給
与
を
中
心
に
差
し
押
さ
え

を
行
っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
成
果

と
し
て
、
中
期
的
に
見
る
と
減
少
傾

向
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
税
外
収

入
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課
で
徴
収
・

催
告
を
行
い
、
分
納
を
す
る
案
件
も

増
え
、
前
年
度
と
比
較
し
て
収
入
未

済
額
が
60
万
円
ほ
ど
減
少
し
た
。

問 

二
戸
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
最
終
年
度
の
前
年
で
あ
る
令
和
６

年
度
に
つ
い
て
、
全
体
を
通
し
て
ど

の
よ
う
な
１
年
間
だ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
か
。

答 

令
和
６
年
度
は
後
期
基
本
計
画
の

４
年
目
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

課
題
を
検
証
し
つ
つ
、
総
合
計
画
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、

依
然
と
し
て
続
く
物
価
高
騰
へ
の
対

応
に
も
国
の
臨
時
交
付
金
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
市
民
生
活
や
事
業
者
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
国
の
定
額
減

税
に
伴
い
市
税
が
減
収
し
た
も
の
の
、

地
方
特
例
交
付
金
に
よ
る
減
収
補
填

の
ほ
か
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

の
増
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
前
年
度

比
４
・
36
％
増
と
な
っ
た
。
一
方
で

歳
出
は
児
童
手
当
の
拡
充
や
物
価
高
騰

対
策
等
の
民
生
費
の
増
の
ほ
か
、
簡
易

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計

移
行
に
伴
う
出
資
金
に
よ
る
土
木
費
の

増
、
御
返
地
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
よ
る
防
災
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

歳
出
総
額
は
前
年
度
比
６・
１
％
の
増

と
な
っ
た
。今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
を
加
味
し
な
が
ら
、
財
政
調
整

基
金
は
災
害
時
の
た
め
に
必
要
で
あ
る

た
め
、
残
し
な
が
ら
今
後
の
事
業
を
進

　全議員で構成する決算特別委員会では、委員長に
出堀満則議員が、副委員長に土佐野淳議員が選出さ
れました。
　決算特別委員会と所管の分科会において詳細にわ
たり審査をした後、最終日に各分科会の報告を受け
て採決が行われました。決算特別委員会において審議し採決した結果、令和６年度一般会計と４つ
の特別会計、水道事業会計の計８会計、全ての歳入歳出決算を「認定すべきもの」と決しました。

６６

年

度

決

算

全

体

年

度

決

算

全

体

委
員
会
で
の
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
井　
賢
壮  

議
員

　
本
決
算
に
お
い
て
実
質
年
度
収
支
は
赤

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
意
見
や
行

政
の
努
力
を
踏
ま
え
予
算
執
行
の
適
正
性

と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
漆
関
連
の
持

続
可
能
な
未
来
志
向
の
各
事
業
の
実
施
や
、

農
商
工
業
者
へ
の
可
能
な
支
援
に
よ
り
地

域
経
済
へ
の
配
慮
も
行
っ
た
。
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
堅
実
な
財
政
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
よ

り
よ
い
二
戸
市
の
未
来
を
築
く
た
め
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
期
待
し
、
賛
成
の
意
を

表
明
す
る
。

畠
中　
泰
子  

議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
医
療
費
の
増

加
が
前
提
の
医
療
制
度
で
あ
り
、
75
歳
以

上
の
方
々
の
保
険
料
だ
け
で
賄
う
に
は
限

界
が
あ
る
。
長
年
続
い
て
い
る
物
価
高
騰

が
高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
中
で
、

年
額
の
保
険
料
上
限
額
が
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
を
目
指
す

べ
き
で
あ
り
、
医
療
費
へ
の
対
策
は
本
来

国
が
財
源
で
賄
う
べ
き
こ
と
を
改
め
て
主

張
し
、
今
回
の
決
算
認
定
に
反
対
を
す
る
。

令
和
６
年
度
二
戸
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反
対

賛
成

討討  

論論

　
　反  対

　
　賛  成

令
和
６
年
度
二
戸
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

反
対

田
口　
一
男  

議
員

　
二
戸
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年

度
以
降
も
物
価
高
騰
に
よ
り
費
用
の
上
昇

が
続
い
て
お
り
、
給
食
費
負
担
を
学
校
給

食
法
に
基
づ
き
保
護
者
か
ら
徴
収
し
て
き

た
。
一
方
で
二
戸
市
の
出
生
率
は
減
少
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
若
者
が
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
学

校
給
食
費
引
上
げ
決
算
を
含
ん
だ
今
回
の

一
般
会
計
に
反
対
し
て
討
論
と
す
る
。
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決 算 特 別 委 員 会

業
所
向
け
に
代
理
投
票
の
制

度
や
投
票
の
仕
方
の
お
知
ら

せ
、
そ
れ
に
併
せ
て
、
投
票
所

へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
と
投
票
支
援
カ
ー
ド

の
設
置
を
行
っ
た
。
一
般
公

募
に
よ
る
期
日
前
投
票
立
会

人
の
募
集
な
ど
も
６
年
度
か

ら
始
め
た
取
り
組
み
に
な
る
。

【
市
民
部
所
管
分
】

問 

フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

ー
協
議
会
の
６
年
度
活
動
詳

細
は
。

答 

創
設
さ
れ
た
令
和
元
年
当

初
は
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

の
研
修
を
行
い
、
４
年
度
に
は

外
部
専
門
家
に
よ
る
指
導
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、

５
年
度
に
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

６
年
度
に
は
県
内
情
報
誌
に

特
集
ペ
ー
ジ
の
掲
載
な
ど
情

報
発
信
に
力
を
入
れ
た
。

【
浄
法
寺
総
合
支
所
地
域
支
援

課
所
管
分
】

問 

寂
聴
記
念
館
の
来
館
者
数

が
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
た

理
由
は
。

答 

来
館
者
数
は
、
令
和
５
年

度
は
５
１
４
人
、
令
和
６
年

度
は
８
１
５
人
で
あ
っ
た
。

ピ
ー
ク
時
の
平
成
21
年
は
約

１
万
１
０
０
０
人
の
方
に
寂

聴
記
念
館
を
拝
観
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

１
０
０
０
人
を
切
る
よ
う
な

状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
人

流
が
戻
り
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

入
館
者
数
に
戻
っ
て
き
た
と

考
え
て
い
る
。 

　

令
和
10
年
の
天
台
寺
開
山

１
３
０
０
年
に
向
け
、
記
念

館
を
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う

に
働
き
か
け
て
行
く
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
所
管
分
】

問 

投
票
率
向
上
に
取
り
組
ん

だ
内
容
は
。

答 

保
健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問

時
の
投
票
啓
発
、
企
業
等
へ

の
従
業
員
の
周
知
を
行
っ
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

の
期
日
の
周
知
、
障
害
者
の
事

【
浄
法
寺
総
合
支
所
地
域
支

援
課
所
管
分
】

問 

二
戸
市
保
健
セ
ン
タ
ー

の
勤
務
内
容
は
。

答 

社
会
福
祉
協
議
会
の
職

員
50
人
が
勤
務
し
て
お
り

１
階
に
事
務
所
と
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
入
浴
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

年
間
７
０
０
０
人
の
利
用

が
あ
る
。

【
健
康
福
祉
部
所
管
分
】

問 
敬
老
会
事
業
を
申
請
す

る
団
体
数
は
。

答 

敬
老
会
事
業
の
支
給
団

体
数
は
、
令
和
６
年
度
は
68

団
体
で
あ
る
。

【
教
育
委
員
会
所
管
分
】

問 

異
文
化
交
流
事
業
で
研

修
事
業
の
成
果
を
市
民
に

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

の
か
。

答 

派
遣
後
、
研
修
生
は
、

成
果
の
報
告
会
を
２
月
中

旬
に
開
催
し
て
い
る
。
保
護

者
は
勿
論
一
般
の
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

文
教
福
祉 

分
科
会

総
務 

分
科
会

令和５年度に行われたわんこそば世界大会

令

和

６

年

度

令

和

６

年

度

一

般

会

計

決

算

一

般

会

計

決

算

令

和

６

年

度

令

和

６

年

度

一

般

会

計

決

算

一

般

会

計

決

算

う
な
形
と
し
て
い
る
。

問 

人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助

金
は
何
人
分
の
費
用
か
。

答 

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
、
か
つ
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
た
方
９
人
分
の
費

用
で
あ
る
。

問 

繰
入
金
の
今
後
の
推
移

に
つ
い
て
伺
う
。

答 

繰
入
金
に
つ
い
て
は
若

干
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。
今
後
、
団
塊
世
代
か

ら
減
少
傾
向
に
な
れ
ば
落

ち
着
く
と
思
わ
れ
る
。

産
業
建
設 

分
科
会

【
建
設
課
所
管
分
】

問 

市
道
整
備
の
進
捗
率

は
。

答 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
お
け
る
市
道
整
備
の

進
捗
状
況
は
、
令
和
６
年

度
ま
で
で
、
３
０
６・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
計
画

に
対
し
、
３
０
７・
８
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
橋

梁
に
つ
い
て
は
、
17
橋
の

計
画
に
対
し
、
19
橋
の
補

修
工
事
を
終
え
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
維
持
修
繕
工

事
で
76
％
、
道
路
新
設
改

良
工
事
に
つ
い
て
は
82

％
の
実
施
と
な
り
、
未
執

行
分
に
つ
い
て
は
、
翌
年

度
へ
の
繰
越
と
な
っ
て

い
る
。

【
区
画
整
理
事
業
】

問 

上
水
道
管
移
設
負
担

金
と
上
水
道
工
事
負
担

金
の
違
い
は
。

答 

水
道
管
の
新
設
と
移

設
の
違
い
に
よ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
上
水
道

管
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
％
費
用
負
担
を

し
て
い
る
。
既
設
管
の
移

設
に
つ
い
て
は
、
経
過
年

数
に
応
じ
て
、
消
耗
分
を

考
慮
し
た
費
用
を
負
担

し
て
い
る
。
な
お
、
工

事
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
所
で
実
施
し

て
い
る
。

市道の現状視察

年間 7,000 人もの入浴サービス利用がある
通称ほほえみセンター

令
和
６
年
度
国
民
健
康

令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算

保
険
特
別
会
計
決
算

令
和
６
年
度
二
戸
市
後
期

令
和
６
年
度
二
戸
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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ず
、
良
好
な
状
態
で
あ
る
。

主 な 議 案主 な 議 案

○
二
戸
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例                               

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
及
び
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
並
び
に
岩
手
県
の
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

○
二
戸
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例            

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
岩
手
県

の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

○
二
戸
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例                               

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
岩
手
県

の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

可
決

決
算
認
定
以
外
の

主
な
議
案 可

決

報　
　

告

条　
　

例

議 

員 

発 

議

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

○
二
戸
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
並
び
に
ビ
ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例                      

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

○
令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）                                 

◆
補
正
額  　

    　

　
　
　
　
　

    

４
億
１
６
５
３
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
）】

  

・
移
住
・
定
住
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

５
０
万
円

　
　

 

利
用
者
の
増
に
伴
う
補
助
金

　
　

 

の
増
。

物
価
高
騰
対
策
事
業

  

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

  　

業
委
託
料   　
　

    　

５
８
万
円

  

・
病
後
児
保
育
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

９
２
万
円

　
　

 

国
の
交
付
要
綱
改
定
に
よ
る

　
　

 

委
託
料
の
増
。

  

・
食
料
品
等
物
価
高
騰
対
策
支
援

  　

事
業
費
補
助
金　

  

２
４
５
万
円

　

 　

食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰

　
　

 

の
影
響
を
鑑
み
、
保
育
施
設

　
　

 

等
に
は
賄
い
材
料
費
等
の
物

　　
　

 

価
高
騰
分
を
支
援
し
、
子
育

　
　

 

て
世
帯
に
は
給
付
金
を
支
給

　
　

 

す
る
も
の
。

  

・
学
校
給
食
実
施
事
務
費

  　
　
　
　
　
　
　
　

  

７
９
３
万
円

　
　

 

食
材
費
の
物
価
高
騰
に
よ
り

　
　

 

賄
い
材
料
費
を
増
額
す
る
も

　
　

 

の
。

  

・
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

７
１
万
円

　
　

 

法
改
正
に
伴
い
、
隊
員
報
酬

　
　

 

な
ど
を
増
額
す
る
も
の
。

  

・
道
路
維
持
管
理
補
修
事
業
費

  　
　
　
　
　

  

１
億
４
９
０
６
万
円

　
　

 

除
雪
委
託
料
な
ど
、
冬
期
間

　
　

 

の
除
雪
に
か
か
る
費
用
。

  

・
市
民
協
働
除
排
雪
支
援
事
業
費

                                      　

２
２
４
万
円

　
　

 

町
内
会
が
行
う
除
排
雪
な
ど

　
　

 

を
支
援
す
る
も
の
。

○
令
和
６
年
度
二
戸
市
健
全
化
判
断

比
率
及
び
経
営
健
全
化
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

◆
要
旨　

健
全
化
判
断
比
率
に
お
い

て
、
実
質
赤
字
は
生
じ
て
お
ら
ず
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い

る
た
め
、
良
好
な
状
態
で
あ
る
。
ま

た
、
経
営
健
全
化
資
金
不
足
比
率
に

お
い
て
、
資
金
不
足
は
生
じ
て
お
ら

補
正
予
算

可
決

○
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
教
育
予

算
の
拡
充
に
係
る
意
見
書

　

平
成
18
年
の
「
三
位
一
体
改
革
」

で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体

の
財
政
状
況
に
よ
る
教
育
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
施
策
と

し
て
教
職
員
定
数
改
善
に
向
け
た
財

源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国

の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準

の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
び

の
保
障
と
整
備
を
す
る
こ
と
を
国
に

求
め
る
も
の
。

○
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
国
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
対
し
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
伴
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
国
の
支
援
を
強

く
求
め
る
も
の
。
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討 論 ・ 活 動 報 告

議会活動の報告
( ８月から 10 月）

　８月
　　４日　
　　　○議会運営委員会
　　７日
　　　○会派代表者会議
　　　○議会運営委員会
　   12 日
　　　○議会運営委員会
　　　○８月臨時会
       21 日
　　　○閉会中の文教福祉常任
　　　　委員会
　　　○広聴広報委員会　広聴部会
       25 日
　　    ○議員全員協議会
       26 日
　　    ○二戸市議会と市民との意見
　　　　交換会（浄法寺地区）
　９月
　　２日　
　　　○会派代表者会議
　　　○議会運営委員会

　  ４日～ 24 日
　　　○９月定例会
　   ９日
　　　○広聴広報委員会
　   12 日
　　　○市政調査会臨時総会
　   24 日
　　　○議会運営委員会
　　　○議員全員協議会
　　　○会派代表者会議
　　　○広聴広報委員会　広報部会
　10 月
　    ２日
　　　○会派代表者会議
　　７日
　　　○市政調査会役員会
　　　○閉会中の産業建設常任
　　　　委員会
　　　○二戸市議会と市民との意見
　　　　交換会（金田一地区）
　　

　
田
川　
　
晃  

議
員

　

国
は
既
に
取
引
適
正
化
に
向
け
た
具
体
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
既
に
多
様
な
補
助
金
や
税
制
優

遇
措
置
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
追
加
的
な
直
接
支

援
は
二
重
施
策
と
な
り
か
ね
な
い
。
重
要
な
の
は
、

既
存
の
制
度
を
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
が
活

用
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
手
続
の
簡
素
化
、

地
域
に
お
け
る
伴
走
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
価
格
転
嫁
の
徹
底
と
生
産
性
向
上
、

投
資
の
推
進
を
優
先
し
、
中
小
企
業
が
自
立
的
に

成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の

賃
金
水
準
向
上
と
経
済
活
性
化
が
実
現
す
る
も
の

と
考
え
、
反
対
討
論
と
す
る
。

最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴
う
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
国
の
支
援
を
求
め

る
意
見
書

反
対

　
田
川　
　
晃  

議
員

　

意
見
書
に
示
さ
れ
た
学
級
編
制
基
準
の
一
律
引

下
げ
、
教
職
員
定
数
の
大
幅
増
員
等
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
理
解
す
る
が
、
問
題
は
教
員
の
成
り
手

不
足
で
あ
り
、
単
に
定
数
を
増
や
す
だ
け
で
は
解

決
に
つ
な
が
ら
な
い
。
加
配
定
数
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
既
に
令
和
３
年
の
法
改
正
で
必
要
な
加
配

定
数
は
削
減
し
な
い
と
の
附
帯
決
議
が
国
で
な
さ

れ
て
お
り
、
一
定
の
保
障
は
担
保
さ
れ
て
い
る
。

必
要
な
の
は
数
値
的
な
一
律
拡
大
で
は
な
く
、
地

域
ご
と
の
実
情
を
踏
ま
え
た
柔
軟
で
現
実
的
な
施

策
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
本
意
見
書
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

反
対

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
教
育
予
算
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書

本
会
議
で
の
質
疑

問 

課
題
と
今
後
の
対
応
は
。

答
こ
れ
ま
で
も
職
員
の
心
身
の
状
況
や
出

産
に
応
じ
た
様
々
な
制
度
に
つ
い
て
相
談

に
対
応
し
て
き
た
。
制
度
と
し
て
き
ち
ん

と
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
要
な
方
に

は
し
っ
か
り
取
得
し
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
対
象
と
な
る
職
員
が
取
得

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
よ
う

努
め
る
。

問 

９
月
１
日
か
ら
一
定
の
条
件
下
で
緊

急
銃
猟
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
本
格
的
に

二
戸
市
の
体
制
が
整
う
の
は
い
つ
頃
か
。

ま
た
、
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

補
償
は
。

答
新
し
い
制
度
で
あ
る
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
ハ
ン
タ
ー
の
方
々
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き

な
が
ら
体
制
を
整
え
た
い
。
時
期
に
つ
い

て
は
、
訓
練
等
を
行
い
な
が
ら
、
警
察
等

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
た
い
。
不
安

視
し
て
い
る
意
見
へ
の
対
応
や
、
今
後
の

体
制
に
つ
い
て
の
問
題
解
決
の
た
め
、
実

施
隊
の
隊
長
等
と
話
し
合
い
を
設
け
て
い

き
た
い
。

　

万
が
一
に
備
え
た
保
険
加
入
の
た
め
の

予
算
を
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　　８日
　　　○広聴広報委員会　広報部会
　　　○カシオペア連邦議会議員
　　　　協議会活動推進交流会
　  15 日
　　　○議員全員協議会
　　　○議会改革特別委員会準備
　　　　委員会
　　　○閉会中の総務常任委員会
　  21 日
　　　○閉会中の産業建設常任
　　　　委員会
　　　○二戸市議会と市民との意見
　　　　交換会（上斗米地区）
　  22 日
　　　○二戸市・三戸町・田子町
　　　　議会議員協議会総会
　  29 日
　　　○議会改革特別委員会準備
　　　　委員会
　　　〇広聴広報委員会　広聴部会

討討  

論論

　
　反  対

　
　賛  成

二
戸
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

二
戸
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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常 任 委 員 会 で の 審 議常 任 委 員 会 で の 審 議

問 

育
児
休
暇
取
得
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
。

答 

対
象
者
の
休
暇
取
得
な

ど
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
相

談
体
制
を
取
っ
て
い
る
が
、

普
段
か
ら
職
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
で
、
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
や
育
児
休
暇
や
部
分
休

暇
を
取
り
や
す
い
環
境
作
り

が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

【
総
務
部
所
管
分
】

問 

消
防
ポ
ン
プ
車
の
寄
付

に
つ
い
て
の
詳
細
は
。

答 

第
２
分
団
第
１
部
へ
（
株
）

あ
べ
は
ん
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

寄
付
で
あ
り
、
以
前
使
用
し

て
い
た
車
両
が
26
年
前
の
タ

イ
プ
で
あ
り
、
老
朽
化
も
進

ん
で
交
換
時
期
に
き
て
い
た

こ
と
と
、
企
業
側
の
地
域
に

貢
献
し
た
い
意
向
が
合
致
し

て
今
回
の
寄
贈
と
な
っ
た
。

【
市
民
部
所
管
分
】

問 

ふ
る
さ
と
移
住
支
援
補

助
金
に
つ
い
て
補
正
の
根
拠

は
。

答 
家
賃
補
助
１
件
に
つ
い

て
上
限
２
万
円
、
敷
金
等
の

初
期
費
用
と
し
て
上
限
６
万

円
の
補
助
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
令
和
７
年
度
当
初
は
10

件
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
新

た
に
２
件
の
相
談
が
あ
り
、

件
数
が
増
え
る
見
込
み
の
た

め
増
額
す
る
。

総
務 

常
任
委
員
会

二
戸
市
職
員
の
育
児
休
業

二
戸
市
職
員
の
育
児
休
業

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

な
賄
い
材
料
の
金
額
及
び
当
初

予
算
の
差
額
を
計
上
し
て
い

る
。

問 

提
供
単
価
が
増
と
な
っ
た

要
因
は
。

答 

米
の
価
格
も
上
が
っ
て
い

る
が
調
味
料
、
野
菜
の
価
格
上

昇
も
大
き
い
。

問 

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
伺

う
。

答 

令
和
８
年
度
か
ら
開
始
す

る
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
に

お
い
て
、
医
療
被
保
険
者
か
ら

支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
こ
と

に
な
り
、
税
収
納
シ
ス
テ
ム
の

改
修
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
の

補
正
予
算
で
あ
る
。

【
健
康
福
祉
部
所
管
分
】

問 

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

費
の
委
託
料
の
基
準
単
価
の
変

更
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

国
の
子
ど
も
子
育
て
支

援
交
付
金
の
交
付
要
綱
が
改

正
に
な
り
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料

の
基
準
単
価
が
改
正
前
の

４
４
９
万
６
０
０
０
円
か
ら

４
６
４
万
２
０
０
０
円
に
増
額

さ
れ
た
た
め
、
民
間
施
設
４
施

設
で
行
っ
て
い
る
の
で
差
額
が

今
回
の
補
正
額
で
あ
る
。

【
教
育
委
員
会
所
管
分
】

問 

学
校
給
食
費
の
２
学
期
以

降
の
提
供
単
価
に
つ
い
て
伺

う
。

答 

１
食
当
た
り
の
提
供
単
価

に
つ
い
て
、
小
学
校
は
２
９
５

円
か
ら
３
３
０
円
に
、
中
学
校

は
３
４
０
円
か
ら
３
９
０
円
に

な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
必
要

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
農
林
課
所
管
分
】

問 

防
護
盾
の
利
用
が
想
定

さ
れ
る
場
面
は
。

答 

ク
マ
が
市
街
地
に
現
れ
、

銃
猟
を
す
る
際
に
使
用
す
る

た
め
に
防
護
盾
を
２
個
購
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
使

用
す
る
場
合
は
、
建
物
の
中

に
ク
マ
が
入
り
っ
ぱ
な
し
の

膠
着
状
態
に
お
い
て
、
撃
つ

人
が
構
え
た
時
に
、
ク
マ
の

襲
撃
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。
緊
急
銃
猟

に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
反
映
さ
せ
た
市
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
対
応
す

る
。

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

令
和
７
年
度
二
戸
市
国
民

令
和
７
年
度
二
戸
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

予
算
（
第
１
号
）

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

物価高騰の中でも安心安全の給食を
提供する給食センター

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　YouTube で、二戸市議会の議論の様子を配信しています。

二戸市の「いま！」をタイムリーに感じたい方は生（ライブ）

配信で、ゆっくりと好きな時間に視聴したい方は録画配信で

どうぞ。　
チャンネル登録お願いします！チャンネル登録お願いします！

議会のネット中継は議会のネット中継は
　　↓ こちら ↓　　↓ こちら ↓　

議会のネット中継議会のネット中継

緊急銃猟については市の
マニュアルの中で対応

育児休暇の取得を推進し、子育て
環境整備に取り組む。
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審 議 結 果 ・ 賛 否 の 公 表審 議 結 果 ・ 賛 否 の 公 表

審議結果

議　案　名
土
佐
野
　
淳 

髙
村
　
人
司

柴
田
　
清
克

堀
野
　
忠
教

菅
原
　
規
正

戸
来
　
守
和

國
分
　
敏
彦

駒
木
　
　
昇

田
川
　
　
晃

沼
井
　
賢
壮

小
田
島
行
伸

出
堀
　
満
則

岩
崎
　
敬
郎

新
畑
　
鉄
男

畠
中
　
泰
子

田
口
　
一
男

内
沢
　
真
申

田
代
　
博
之

令和６年度二戸市一般会計歳入歳出決算認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

令和６年度二戸市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

令和６年度二戸市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

教職員定数の改善及び教育予算の拡充に係る
意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

最低賃金引き上げに伴う中小企業・小規模事
業者の負担を軽減する国の支援を求める意見
書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。

※ 議長は採決には加わりません。　　　　　　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対

議案等 議　案　名　等 審議結果

議　案

二戸市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
二戸市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
二戸市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
二戸市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用並びにビラ及びポス
ターの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例

可決（全員賛成）

令和７年度二戸市一般会計補正予算（第３号） 可決（全員賛成）
令和７年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
令和７年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）
令和７年度二戸市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
令和７年度二戸市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
令和７年度二戸市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
令和７年度二戸市水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

　認　定　

令和６年度二戸市一般会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）
令和６年度二戸市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）
令和６年度二戸市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
令和６年度二戸市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
令和６年度二戸市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）
令和６年度二戸市簡易水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
令和６年度二戸市下水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）
令和６年度二戸市水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）

諮　問
人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

報　告
令和６年度二戸市健全化判断比率及び経営健全化資金不足比率の報告について 報告
教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告について 報告

発　議
教職員定数の改善及び教育予算の拡充に係る意見書 可決（賛成多数）
最低賃金引き上げに伴う中小企業・小規模事業者の負担を軽減する国の支援を求める意
見書

可決（賛成多数）
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一 般 質 問一 般 質 問

岩崎   敬郎 議員 延
長
に
つ
い
て
諮
問
し
、
そ

の
後
議
会
へ
の
上
程
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
市
の
総
合

計
画
は
前
期
５
年
、
後
期
５
年
、

合
わ
せ
て
10
年
で
ず
っ
と
や

っ
て
き
て
い
る
が
、
市
長

の
任
期
に
合
わ
せ
て
４
年

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
だ

ん
だ
ん
と
増
え
て
き
て
い

る
。
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
り
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
議
会
に
議

決
を
い
た
だ
く
た
め
提
示
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。
４

年
に
す
る
こ
と
は
私
も
賛
成
で

あ
る
。

小
中
学
校
の
配
置
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長　
少
子
化
が
大

き
く
影
響
し
、
年
々
児

童
生
徒
は
減
少
し
て
お
り
、
今

後
も
学
級
数
減
、
少
人
数
化
が

進
ん
で
い
く
と
見
込
ん
で
い

る
。
児
童
生
徒
が
集
団
の
中
で

多
様
な
考
え
に
触
れ
、
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
を
通
じ
、
資
質
や

市
長
選
挙
へ
の
対
応
は
。

市
長　
令
和
８
年
１
月

18
日
執
行
予
定
の
市
長

選
挙
に
は
出
馬
し
な
い
こ
と
を

決
意
し
た
。
令
和
８
年
１
月
の

浄
法
寺
・
二
戸
の
合
併
20
周
年

と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
後
進
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
し
た
い
と
考
え

た
。
後
継
者
の
指
名
は
私
か
ら

す
る
も
の
で
は
な
く
市
民
が
選

択
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
３
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　
第
３
次
総
合
計

画
は
次
の
選
挙
で
選
ば

れ
た
市
長
が
公
約
や
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
を
策
定
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
新
市
長
の
就
任
と
次

期
総
合
計
画
の
策
定
・
開
始

に
は
時
間
が
な
い
こ
と
か
ら
、

二
戸
市
総
合
計
画
推
進
委
員

会
へ
現
計
画
の
１
年
間
期
間

出
馬
し
な
い
こ
と
を
決
意

次
期
市
長
選
挙
に
立
候
補
は

問答

９月定例会で答弁を行う市長

問答

　一般質問は、議員が市政全般にわたり事業の執行状

況や考え方などを執行機関に質問するものです。

　本定例会では９人の議員が、下記の項目について質

問に立ちました。

市政を問う！市政を問う！

岩　崎　敬　郎　議員・・・・P12

１　第三次総合計画について 再質問に答弁する藤原市長㊧と、加藤教育長㊨

菅　原　規　正　議員・・・・P13

１　ふるさと納税について　

２　市税の滞納について

髙　村　人　司　議員・・・・P13

１　高校再編について

２　市内中学校の部活動について

田　川　　　晃　議員・・・・P14

１　参議院選挙における無効票について　

２　キャッシュレス化を通じた業務の円滑化と公金

　　受取口座のマイナカード登録促進について

沼　井　賢　壮　議員・・・・P14

１　避難所の準備状況について　

２　若者の流出と主権者教育について

土 佐 野　　淳　議員・・・・P15

１　学校の防犯対策について

２　ひきこもり状態にある方の実態把握と支援について

３　2025 年度全国学力・学習状況調査の結果について

田　口　一　男　議員・・・・P15

１　猛暑による農業者への被害と鳥獣対策について

２　高齢社会に向けた支援について

國　分　敏　彦　議員・・・・P16

１　人口減少問題について

畠　中　泰　子　議員・・・・P16

１　訪問介護事業の報酬削減の影響と対策

２　市立保育所のあり方・運営

３　気候変動対策

問答

能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
市
内
に
お
い
て

小
学
校
で
複
式
学
級
を
持

っ
て
い
る
学
校
が
３
校
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
６
月

に
通
学
区
域
調
整
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
現
在
ま
で
３
回
、

適
正
な
学
校
規
模
の
協
議
を
通

学
区
域
の
在
り
方
と
合
わ
せ
、

協
議
と
議
論
を
し
て
い
る
。
今

後
も
こ
れ
ら
を
継
続
し
、
本
年

度
中
に
答
申
を
受
け
る
見
込
み

で
あ
り
、
教
育
委
員
会
で
は
そ

れ
を
踏
ま
え
適
正
配
置
の
方
針

を
策
定
す
る
。
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問答

菅原  規正  議員 

ふ
る
さ
と
納
税
を
今
後
、

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
。市

長　

市
で
は
、
こ
れ

ま
で
売
場
で
あ
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
充
実
を
図
る
た

め
、
楽
天
ふ
る
な
び
、
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
に
加
え
、
昨
年
度

よ
り
ア
マ
ゾ
ン
を
導
入
し
事
業

展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
よ
り
Ａ
Ｎ
Ａ
を
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
既
存
の
顧
客
基
盤

や
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
新
規
利
用
者
の

獲
得
を
狙
っ
て
い
る
。
加
え
て

新
規
利
用
者
の
獲
得
の
た
め
に
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
で
市
の
返

礼
品
が
検
索
上
位
に
来
る
よ
う

な
取
組
や
、
所
得
層
ご
と
に
効

果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
実
施
で
き
る
な

ど
、
二
戸
市
の
知
名
度
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
一
度
寄
附
し
て

く
れ
た
方
に
再
び
寄
附
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
お
礼
状
の
同
封

や
、
寄
附
金
の
使
わ
れ
方
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
す

る
な
ど
、
寄
附
者
が
社
会
貢
献

を
実
感
で
き
る
よ
う
寄
附
後
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
取
り
組
む
。

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み

を
進
め
る
の
か
。

市
長　
期
限
内
で
の
納

税
が
行
わ
れ
な
い
方
は
、

地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収
法
な

ど
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
督
促

状
、
催
告
書
の
送
付
、
納
税
相

談
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

納
税
相
談
の
連
絡
が
な
い
方
等

は
、
財
産
調
査
等
を
行
い
、
収

入
や
財
産
が
あ
る
方
に
つ
い
て

は
期
限
内
納
付
者
と
の
公
平
性

を
期
す
る
た
め
差
押
え
の
実
施

な
ど
段
階
的
な
徴
収
、
滞
納
処

分
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

の
徴
収
率
向
上
の
取
組
と
し
て
、

納
税
環
境
の
充
実
に
向
け
て
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
を

令
和
８
年
度
は
３
億
円
に

問答

更
に
積
極
的
に
す
べ
き
で
は

付
や
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
納
付
な
ど
、
納
付

方
法
の
拡
大
を
行
い
、
徴
収
担

当
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

努
め
て
い
る
。
今
後
も
、
物
価

高
騰
な
ど
、
様
々
な
社
会
情
勢

の
変
化
を
考
慮
し
つ
つ
、
納
税

相
談
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
合
わ
せ
た
丁
寧
な
対
応
、
適

切
な
滞
納
処
分
の
ほ
か
、
よ
り

一
層
の
納
税
環
境
の
充
実
な
ど

を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
徴

収
率
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問答
現
在
の
部
活
動
指
導
員

の
体
制
と
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。教

育
長　
部
活
動
指
導

員
は
、
学
校
に
お
け
る

部
活
動
の
指
導
体
制
の
充
実
を

目
的
と
し
て
、
平
成
29
年
３
月

の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
よ
り
名
称
及
び
職
務

が
規
則
に
盛
り
込
ま
れ
、
こ
れ

ま
で
教
職
員
が
担
っ
て
い
た
顧

問
と
同
等
の
立
場
で
技
術
指
導

や
指
導
計
画
の
作
成
、
大
会
へ

の
引
率
な
ど
の
職
務
を
担
う
も

の
で
あ
る
。
現
在
３
名
を
任
用

し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
は

拠
点
校
部
活
動
、
合
同
部
活
動

の
実
施
を
見
据
え
、
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

顧
問
の
職
務
を
担
え
る
適
格
性

を
備
え
、
か
つ
日
々
の
部
活
動

の
指
導
が
可
能
な
人
と
な
る
の

で
、
人
材
の
確
保
が
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

県
教
委
か
ら
の
説
明
の

内
容
は
。

市
長　
再
編
に
当
た
っ

て
の
県
北
地
区
は
、
福

岡
高
校
と
軽
米
高
校
に
お
い
て

複
数
年
に
わ
た
り
入
学
志
願
者

数
が
１
学
級
40
人
以
上
不
足
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
中
学
校

卒
業
予
定
者
の
推
計
か
ら
、
今

後
も
解
消
は
難
し
い
と
の
判
断

に
よ
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
１

学
級
減
と
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。市

内
高
校
の
魅
力
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　
福
岡
高
校
は
創

立
１
２
５
年
を
迎
え
る

県
内
屈
指
の
伝
統
校
で
あ
る
。

昨
年
度
は
、
医
学
部
を
は
じ
め

国
公
立
大
学
の
合
格
率
が
県
内

で
上
位
に
入
る
な
ど
、
県
北
地

問 髙村  人司  議員 

部
活
動
指
導
員
を
増
や
す
考
え
は

答

域
の
高
校
教
育
を
牽
引
す
る
セ

ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り

学
業
や
部
活
動
で
、
学
校
が
積

み
重
ね
て
き
た
実
績
が
誇
り
と

し
て
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
魅

力
で
あ
る
。

教
育
長
　
北
桜
高
校
工

業
校
舎
で
は
、
１
学
年

か
ら
専
門
的
な
技
術
、
知
識
を

学
べ
る
強
み
を
生
か
し
、
実
践

的
な
技
能
の
習
得
に
加
え
、
多

様
な
国
家
資
格
や
技
能
検
定
を

取
得
で
き
る
教
育
体
制
が
魅
力

で
あ
る
。

拠
点
校
部
活
動
、
合
同
部
活
動
の
実
施
を

見
据
え
、
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

りんご農家の作業風景

到
達
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

問

答

答

部活動でも活躍が見られた福岡高等学校

新
た
に
出
さ
れ
た
高
校
再
編

に
つ
い
て

あ
る
の
か

市
内
高
校
の
魅
力
に
つ
い
て

市
税
の
滞
納
に
つ
い
て
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問答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
及
び
公
金
受

取
口
座
の
登
録
率
の
現
状
は
。

ま
た
、
窓
口
支
払
い
、
管
理
、

集
計
に
係
る
業
務
負
担
や
コ
ス

ト
に
つ
い
て
の
現
状
把
握
と
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
導
入
に
よ
る
削

減
効
果
は
。

市
長　

交
付
率
は
、

88
・
４
％
。
公
金
受
取

口
座
の
登
録
率
は
55
・
４
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
促

進
し
環
境
を
整
備
し
て
お
く
こ

と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
制
度
の
目
的
や
メ

リ
ッ
ト
を
丁
寧
に
周
知
、
理
解

を
深
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
む
。

　
現
金
管
理
に
係
る
作
業
時
間

の
短
縮
や
事
務
上
の
誤
り
の
防

止
に
つ
な
が
り
、
皆
様
に
と
っ

て
は
窓
口
で
の
支
払
い
方
法
の

選
択
肢
が
広
が
り
利
便
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。
現
金
を
持

ち
歩
か
ず
に
支
払
い
が
可
能
と

な
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
に
一

定
の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と

考
え
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
は

利
便
性
や
効
率
化
と
い
っ
た
利

点
が
あ
る
一
方
で
、
コ
ス
ト
面

で
の
課
題
や
、
来
庁
さ
れ
る
方

の
多
く
は
高
齢
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
ニ
ー
ズ
が

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
捉
え

て
い
る
。投

票
所
に
お
け
る
職
員

の
案
内
の
仕
方
や
掲
示

物
等
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る

場
所
へ
の
改
善
の
工
夫
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
書
記
長　
「
岩
手
県
選

出
議
員
選
挙
」
を
「
選
挙
区
」

と
い
う
部
分
を
加
え
る
等
職
員

の
案
内
は
分
か
り
や
す
く
表
現

を
工
夫
し
、
安
心
し
て
投
票
で

田川  晃  議員 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

登
録
を
促
進
す
る
こ
と
は

き
る
よ
う
広
報
等
も
活
用
し
周

知
に
努
め
る
。

　
掲
示
物
に
つ
い
て
も
他
市
町

村
の
方
法
も
参
考
に
検
討
す
る
。

若
者
世
代
の
投
票
率
向

上
の
た
め
に
学
校
や
地

域
と
連
携
し
た
主
権
者
教
育
の

取
組
は
。教

育
長　

主
権
者
教
育

の
入
り
口
は
、
幼
少
期

の
頃
か
ら
社
会
の
動
き
に
関
心

を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の

教
育
資
源
を
活
用
し
た
教
科
等

の
学
習
や
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
等
の
教
育
活
動
、
体
験
活

動
や
地
域
行
事
等
へ
の
参
加
の

機
会
を
生
か
し
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
主
権
者
教

育
を
進
め
る
。

沼井   賢壮 議員 て
い
る
。
地
域
の
課
題
解
決
策

を
考
え
る
過
程
で
、
地
元
の
産

業
や
仕
事
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
将
来
的
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
し

て
地
元
で
働
く
と
い
う
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
が
現
実
的
な
選
択
肢
と

し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。共

同
通
信
社
か
ら
の
避

難
所
準
備
状
況
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
の
詳

細
は
。市

長　
回
答
は
各
市
区

町
村
が
想
定
す
る
地
震

被
害
に
お
け
る
最
大
避
難
者
数

に
基
づ
い
た
調
査
と
な
っ
て
い

る
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る

当
市
の
回
答
に
つ
い
て
想
定
最

大
避
難
者
５
３
０
人
に
基
づ
き

回
答
し
て
い
る
。

　
こ
の
回
答
に
つ
い
て
は
ト
イ

レ
の
数
に
関
す
る
も
の
で
あ

中
高
生
時
代
に
自
ら
考

え
、
感
じ
て
い
る
疑
問

や
問
題
を
二
戸
市
に
対
し
提
起

し
、
主
権
者
と
し
て
の
成
功
体

験
が
で
き
る
よ
う
な
場
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　
市
で
は
中
学
生

を
対
象
に
槻
蔭
舎
き
ぼ

う
塾
を
開
催
、
地
元
企
業
や
郷

土
の
宝
に
つ
い
て
知
る
講
座
、

社
会
で
活
躍
す
る
方
の
講
演
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は

高
校
生
も
参
加
し
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
地

域
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
地
域

と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
創
出
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
誰
か
が

や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
受
け
身

の
姿
勢
か
ら
私
達
が
や
る
と
い

う
主
体
的
な
姿
勢
へ
と
意
識
を

変
え
る
鍵
と
な
る
も
の
と
考
え

よ
り
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

模
索
し
推
進
す
る

必
要
で
は
な
い
か

主
権
者
教
育
の
推
進
は

り
、
現
状
、
市
で
備
蓄
し
て
い

る
簡
易
ト
イ
レ
等
は
災
害
発
生

後
の
初
期
段
階
で
50
人
に
１
基

の
ト
イ
レ
と
い
う
国
際
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
現
在
市
内
に
支
店
や
営
業

所
を
持
つ
複
数
の
レ
ン
タ
ル
会

社
と
年
内
の
協
定
締
結
に
向
け

た
年
度
内
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。
協
定
に
よ
り
仮
設
ト
イ
レ

な
ど
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
国

際
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

問答

問答

極
め
て
重
要
で
あ
る

公
金
受
取
口
座
登
録
に
つ
い
て
伺
う

問答

避
難
所
の
準
備
状
況
に

つ
い
て

問答安
心
し
て
参
加
で
き
る
投
票
所
へ

二
戸
市
の
未
来
の
た
め
に
も
、
中
高
生
の

主
権
者
教
育
推
進
が
必
要
で
あ
る

参
議
院
選
挙
に
お
け
る

無
効
票
に
つ
い
て
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問答

土佐野  淳  議員 

小
中
学
校
の
防
犯
対
策

は
。
防
犯
カ
メ
ラ
や
ボ

タ
ン
一
つ
で
警
察
や
各
教
室
か

ら
職
員
室
に
直
接
連
絡
で
き
る

非
常
用
通
報
装
置
も
設
置
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
全
て
の

学
校
で
作
成
し
、
状
況
に
応
じ

て
更
新
し
て
い
る
。
ま
た
、
教

職
員
等
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

市
内
小
中
学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
率
は
２
割
程
度
と
な
っ
て

い
る
。

市
長　
防
犯
カ
メ
ラ
や

非
常
用
通
報
装
置
は
、

教
育
委
員
会
等
と
協
議
し
必
要

で
あ
れ
ば
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
方
の
実
態
把
握
と
支

援
は
。

市
長　

市
で
は
調
査
を

行
っ
て
い
な
い
が
、
健

康
診
断
未
受
診
者
や
病
院
未
受

診
者
を
対
象
と
し
て
保
健
師
等

が
訪
問
し
現
状
把
握
を
行
っ
て

き
た
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
ひ

き
こ
も
り
家
族
教
室
の
実
施
や

保
健
師
の
訪
問
等
を
行
っ
て
い

る
が
、
本
人
と
会
え
な
い
等
、

支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
苦
慮
し
て
い
る
。

小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
し
た

２
０
２
５
年
度
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
二

戸
市
児
童
生
徒
の
正
答
率
を
伺

う
。
昨
年
度
の
質
問
調
査
で
県
・

全
国
と
比
べ
非
常
に
高
か
っ
た

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
授
業
で
ど
の
程

度
使
っ
た
か
」
の
項
目
に
つ
い

て
も
結
果
を
伺
う
。

教
育
長　
正
答
率
は
小

学
６
年
生
で
国
語
が
68

％(

全
国
比
＋
１
、
県
比
＋
１)

算
数
が
56
％(

全
国
比
▲
２
、
県

比
＋
２) 

理
科
が
56
％(

全
国
比

▲
１
、
県
比
±
０)

と
な
っ
た
。

問

答問

問答
猛
暑
の
中
、
農
作
物
へ

の
影
響
と
熊
な
ど
鳥
獣

の
出
没
や
被
害
の
状
況
と
対
策

は
。
市
街
地
で
の
緊
急
銃
猟
の

使
用
な
ど
新
た
な
制
度
と
猟
友

会
と
の
関
連
な
ど
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
サ
ク
ラ
ン
ボ
に

つ
い
て
は
小
玉
傾
向
で

は
あ
る
が
、
最
適
な
収
穫
時
期

に
よ
り
、
前
年
実
績
を
上
回

っ
て
い
る
。
同
様
に
葉
た
ば
こ
、

リ
ン
ド
ウ
等
も
生
産
者
の
努
力

に
よ
り
堅
調
で
あ
る
。
酪
農
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
も
、
餌
の
成
分

調
整
の
他
、
暑
熱
対
策
に
よ
り
、

被
害
が
増
加
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
Ｊ
Ａ
が
中
心
と
な
り

指
導
会
や
巡
回
を
実
施
し
て

い
る
。
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、

熊
の
出
没
状
況
、
被
害
状
況
と

も
昨
年
よ
り
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
地
域
別
で
は
浄
法
寺
が

最
も
多
い
。
狩
猟
会
員
は
昨
年

よ
り
増
え
て
い
る
。
平
均
年
齢

は
63
・
３
歳
で
僅
か
に
若
返

っ
て
い
る
。
今
月
施
行
の
緊

急
銃
猟
制
度
の
施
行
に
合
わ

せ
て
体
制
整
備
を
進
め
て
い

る
。
国
の
交
付
金
の
活
用
に

よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
電
気

柵
設
置
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
個

体
数
の
管
理
な
ど
農
家
、
地
域
、

猟
友
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長　
学
校
現
場
で

の
熊
な
ど
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
作
成
し

て
い
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
た

支
援
は
。
高
齢
者
も
健

康
で
社
会
に
貢
献
、
生
き
が
い

の
も
て
る
環
境
を
作
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
が
、
施
策
は
。

高
齢
者
の
安
全
、
安
心
の
た
め

問 田口  一男  議員 

熊
な
ど
鳥
獣
被
害
と
対
策
は

答 の
支
援
と
し
て
、
町
中
の
多
く

に
椅
子
の
設
置
、
ク
ー
ラ
ー
設

置
の
支
援
も
必
要
と
思
う
が
い

か
が
か
。市

長　

公
園
の
ベ

ン
チ
は
充
足
し
て

お
り
、
新
規
の
予
定
は
な

い
。
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

は
財
政
的
な
課
題
が
あ
り
、
国
、

県
の
動
き
を
注
視
し
て
い
る
。

体
制
整
備
を
進
め
て
い
る

学校の防犯カメラ設置率は全国で 65％程度
二戸市では 20％である

答

答

答

熊に４度も襲われたハウス

中
学
３
年
生
で
国
語
が
56
％(

全

国
比
＋
２
、県
比
＋
２)

数
学
が

47
％(

全
国
比
▲
１
、県
比
＋
４
）

理
科
は
統
計
理
論
を
用
い
た
数

値
で
４
８
６(

全
国
比
▲
17
、
県

比
▲
15)

と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
授
業
で
ど
の
程
度
使
っ

た
か
の
項
目
は
、
ほ
ぼ
毎
日
と

週
３
回
以
上
と
回
答
し
た
小
学

６
年
生
は
81
・
９
％(

全
国
比
＋

10
・
２
、
県
比
＋
17
・
１)

中
学

３
年
生
は
91
・
３
％(

全
国
比
＋

14・８
、
県
比
＋
11・３)

で
あ
り
、

昨
年
度
と
同
様
に
全
国
・
県
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

学
校
の
防
犯
対
策
は

防
犯
カ
メ
ラ
や
非
常
用
通
報
装
置
は

必
要
で
あ
れ
ば
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

緊
急
銃
猟
制
度
に
合
わ
せ

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
に
向
け
た

支
援
に
つ
い
て
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國分 敏彦  議員 

総
務
常
任
委
員
会
が
提

出
し
た
「
人
口
減
少
に

関
す
る
政
策
提
言
書
」
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
た
の
か
。

市
長　
長
い
調
査
研
究

の
上
、
持
続
可
能
な
二

戸
市
の
実
現
の
た
め
、
経
済
政

策
と
社
会
政
策
の
両
面
か
ら
若

い
世
代
を
支
え
る
取
り
組
み
と

し
て
、
５
つ
の
提
言
を
い
た
だ

い
た
。

　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
市
町
村
が
悩
み
な
が
ら

施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
議
会

か
ら
の
提
言
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
他
の
施

策
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て
判

断
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。

政
策
提
言
書
を
手
渡
し

た
際
に
、
人
口
減
は
国

策
と
し
て
発
言
し
た
市
長
の
真

意
は
。

市
長　
人
口
減
少
対
策

は
、
大
都
市
圏
域
を
除

き
全
国
の
市
区
町
村
共
通
の
最

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
各
自

治
体
で
は
、
独
自
に
様
々
な
施

策
を
行
い
な
が
ら
減
少
を
緩
や

か
に
し
た
い
と
取
り
組
ん
で
い

る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

給
食
費
や
保
育
料
の
無
償
化
な

ど
の
子
育
て
支
援
、
移
住
者
へ

の
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
も
市
区
町
村
間
の
競
争

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
財

政
的
に
余
裕
が
あ
る
市
区
町
村

の
支
援
策
が
手
厚
い
傾
向
に
あ

る
。

 

一
方
、
地
方
の
自
治
体
で
人

口
減
少
対
策
の
優
良
事
例
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
取
り

組
み
も
あ
る
が
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
は
か
け
ら
れ
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
例
え
ば
給

食
費
の
無
償
化
な
ど
は
、
財
政

問

答

負
担
が
大
き
い
た
め
実
施
、
未

実
施
に
分
か
れ
て
い
る
状
況
が

起
き
て
い
る
。
本
来
義
務
教
育

の
中
に
あ
る
学
校
給
食
の
取
り

扱
い
は
、
市
町
村
に
よ
る
差
異

が
生
じ
な
い
よ
う
国
全
体
と
し

て
取
り
扱
う
べ
き
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
当
然
市
と
し
て
、
人

口
減
少
対
策
に
は
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
全
国
共
通
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
国
が
主
導

し
て
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
、

行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
が
人
口
減
は
国
策
と

思
っ
て
い
る
と
申
し
上
げ
た
真

意
で
あ
る
。

問答
市
に
は
保
育
の
公
的
責

任
が
あ
る
。
保
護
者
の

意
向
を
聞
く
こ
と
も
な
く
市
立

堀
野
保
育
所
・
金
田
一
保
育
所

の
閉
所
方
針
は
当
事
者
の
権
利

を
無
視
し
た
地
域
切
り
捨
て
と

考
え
る
。
現
在
、
金
田
一
保
育

所
に
35
人
、
堀
野
保
育
所
に
19

人
が
入
所
し
て
い
て
保
育
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。
子
育
て
基
盤
を
行

政
自
ら
崩
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長　
公
立
保
育
所
は

行
政
の
直
営
に
よ
り
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
の

役
割
や
保
育
需
要
の
減
少
を
見

越
し
た
定
員
調
整
機
能
も
担
う
。

本
市
で
は
障
が
い
児
保
育
や
医

療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
も
民

間
認
定
こ
ど
も
園
で
実
施
し
て

い
る
現
状
や
保
育
需
要
の
減

少
等
も
踏
ま
え
た
検
討
結
果
で

あ
る
。
自
動
車
に
よ
る
送
迎
で
、

堀
野
に
行
く
の
と
金
田
一
に
行

く
の
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。

昨
年
４
月
か
ら
の
訪
問

介
護
基
本
報
酬
引
下
げ

に
よ
る
市
内
の
訪
問
介
護
事
業

所
の
深
刻
な
実
態
と
声
に
対
す

る
対
策
は
。

市
長　
市
内
６
か
所
の

全
訪
問
介
護
事
業
所
で

収
入
が
減
少
と
の
回
答
だ
っ
た
。

現
時
点
で
は
市
独
自
の
支
援
や

保
険
者
で
あ
る
二
戸
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
で
の
対
応
の
検

討
の
提
起
は
考
え
て
い
な
い
が
、

各
事
業
所
の
状
況
を
注
視
し
つ

つ
、
事
務
組
合
、
構
成
市
町
村

と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

今
年
、
管
内
で
消
防
が

緊
急
搬
送
し
た
熱
中
症

確
定
者
60
人
の
内
、
60
％
が
75

歳
以
上
。
高
齢
者
・
低
所
得
者

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
や
避

難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
等
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
高
温
に
よ
る
学
習

問 畠中  泰子  議員 答

教
育
活
動
で
の
影
響
と
対
策
は
。

市
長　
高
齢
者
や
低
所
得

者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

財
政
的
課
題
も
あ
り
、
国
、
県

の
補
助
な
ど
有
利
な
財
源
を
注

視
し
て
い
く
。
学
校
体
育
館
等

の
空
調
は
時
期
や
財
源
確
保
な

ど
所
管
部
署
の
方
針
を
踏
ま
え

て
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
長
　「
暑
さ
指
数
」

を
学
校
で
の
活
動
を
行

う
際
の
判
断
基
準
と
し
、
熱
中

症
予
防
運
動
指
針
に
沿
っ
て
授

業
時
間
や
活
動
場
所
の
変
更
な

ど
工
夫
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問

答答

市立堀野保育所（左）と市立金田一保育所（右）

訪
問
介
護
事
業

市
は
保
育
の
公
的
責
任
と

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
最
適
化
と

充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

役
割
を
果
た
す
べ
き
で
は

気
候
変
動
対
策

国
が
主
導
し
て
方
向
性
を
示
す
べ
き

人
口
減
は
国
策
と
の
発
言
の
真
意
は人口減少対策に関する政策提言書を

市長に提出。
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ク イ ズ 、 ご 意 見

　議員任期の折り返しとなる 2 年が経過して議会

内組織も再編成され、広報部も新たな部員構成で

再出発しました。

　過去の「にのへ市議会だより」は平成 20 年 3

月定例会の No.7 から二戸市ホームページに掲載

●　編  集  後  記　●●　編  集  後  記　●

＊広聴広報委員会

　 委員長   内 沢   真 申

　

されていますが、これまでの編集委員会や広報部

の先輩方が読みやすく、伝わりやすいようにする

ためにどんな工夫をして来たかを縦覧する事が出

来ます。

　その推進力を緩ませることなく、更なる改良の

余地を常に考えながらの部会運営に努めたいと

思っています。　　　　　　　（堀 野   忠 教　記）

▪ 応募方法
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご
意見や議会だよりを読んだ感想やご意見を必ずご
記入のうえ、ハガキやファックス、電子メールに
てご応募ください。 
　正解者の中から抽選で５人に「図書カード」1,000
円分をお贈りします。当選者の発表は発送をもっ
て代えさせていただきます。

※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介さ
せていただくことがありますのでご了承ください。

（氏名非公開）

★  前回の答え…   「 意　見 」  

紙面の中から答えを見つけてね！

議会だよりクイズ
下の○に当てはまる言葉を入れてください
　
　
   10 月５日に

    二戸市合併○○周年記念式典

　　　　　　　が開催されました    

　

みなさまの
声を聞かせて！

クイズにご応募いただいた
皆さまからのご意見を
ご紹介しながら、
二戸市の今を考えます。

　
二戸についての意見交換会ですが、普
段なかなか暮らしの悩みを皆と共有す
る場がないので、こういった場がある
のはとても良いことだと思います。こ
れからも続けて欲しいです。
　　　　　　　　（30 代・堀野の方）

▪ あて先 
〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47
　　　　　　  二戸市議会事務局  議会だより  係

　ファックス　0 １９５－２３－ 1 ６３３
　メ　ー　ル　gikai@city.ninohe.iwate.jp

▪ 締　切
　令和７年 12 月 24 日（水）
　※ 当日消印有効　　　　

　令和の米騒動から、二戸でも農業従事
者の高齢化による耕作放棄地の増加は
ないのか、また、今夏の高温小雨によ
る作物への影響はないのかなど、これ
からの農業に対する不安が尽きません。
所得保障が可能ならぜひ実現して、魅
力ある職業にしていってほしいと思い
ます。　　　　　（60 代・堀野の方）

ご 意 見

長年の功績を称え表彰された岩崎様、
田口様、ありがとうございます。そして、
おめでとうございます。
　　　　　　　（70 代・野々上の方）

＊広報部会

    部会長   　堀 野   忠 教　

    副部会長　田 川   　 晃

    委　員   　柴 田   清 克

　 　　　　　沼 井   賢 壮
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二戸市議会のホームページ　　　　　　 http://www.city.ninohe.lg.jp/info/2148
二戸市議会のメールアドレス 　　　 gikai@city.ninohe.iwate.jp　
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右のＱＲコードからも
ホームページにアクセス

できます→

声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろばば

　このコーナーでは、市民の皆さまのまちづくりに対する思いを紹介します。

　みなさまと一緒に、このまちの未来を考えていきたいと思います。

　私たち民生委員児童委員は、日頃から地
域住民の生活上の様々な相談等に応じなが
ら明るく、健全な地域社会づくりに努めて
おります。毎月の定例会を通して、皆で情
報共有をしながら横の連携を深めておりま
す。
　今回の定例会では、「二戸市議会について」
と題して、議員さんを講師にお迎えして研
修会を行いました。市長や議員の皆さんの
仕事の内容や、議会の仕組みもよく分かり
ましたし、政治に対する意識も少し深まっ
たように感じています。
　参加者からも活発な意見や質問もあり、
とても有意義な研修でした。機会がありま
したら意見交換会にも参加してみたいと思
います。

金田一地区民生委員
児童委員協議会

会長　戸来　陽子 さん

10/9 に開催された金田一地区民生委員児童委
員協議会 10 月定例会での研修会の様子

①浄法寺小学校５・６年生による市民憲章の唱和　②デービッド・アトキンソン氏の講演も行われた　③二戸市のゆるキャラがお出迎え　

①

③

②

　　　　　　令和７年 10 月５日、二戸市浄法寺文化交流センターにおいて「二戸市合併 20 周年記念式典」が開催されました


